
全学共通授業科目の教育目標 
 
 
 

教養原論 

 教養教育は，諸科学・芸術の創造的な発展とその全般的展望の中で学生が専攻する専

門分野とそれ以外の分野との関係や，その位置づけについての理解を深めるとともに，幅

広い視野から事象を総合的・学際的に捉えることによって，知的活動の基盤となる主体

的・実証的に学ぶ態度を育成することを目標とする。 

 本学における教養教育の根幹をなす教養原論は，「人間形成と思想」「文学と芸術」「歴

史と文化」「人間と社会」「法と社会」「経済と社会」「数理と情報」「物質と技術」「生命と環

境」「総合教養」という分野に７０科目の講義を設けており，総合大学の利点を活かして，さ

まざまな分野の教員が授業を担当している。 

外国語科目 

 外国語科目は，高等学校までの外国語教育の基礎のうえに，国際化に対応できる外国

語のコミュニケーション能力の育成と幅広い国際的な文化理解を深めることを目標とする。

 外国語第 I （英語）のねらいは，グローバルな情報化社会にあって，日常的，専門的ニ

ーズに即応するための英語の水準に到達すること，学生自身の専門に関連する知識に即

して英語を自由に活用するとともに，自己の専門領域だけでなく，国際社会で通用する幅

広い教養を習得することにある。 

 外国語第 II は，「英語プラスもうひとつの外国語」という国際化時代の要請に応えるため

に，独語，仏語，中国語，ロシア語のいずれかについて，初級から中級までのコミュニケー

ション能力を学生が身につけ，これらの言語を母国語とする社会と異文化への関心と理解

を深めることを目標とする。 

 選択科目として，外国語第 III（韓国語，スペイン語，イタリア語）を設け，より広範な外国

語についての知識と理解を深めることを目標とする。独語，仏語については，外国語第 III

としても履修ができるようにして，主要ヨーロッパ言語への理解の増進を目指す。 

情報科目 

 コンピューターとネットワークによるコミュニケーションが必須とさせる高度情報化社会に

おいて，学生はコミュニケーション技術や情報処理・情報収集・発信技術など，有効なコン

ピューターの利用方法を学ばなければならない。また，情報に関する正しい認識と取り扱

い方の理解も不可欠である。情報科目は，コンピューターの操作技術を修得し，情報とそ

の取り扱いに関する正しい判断力を養い，学生がコンピューターを勉学に活用できる能力

を身につけることを目指す。 

健康・スポーツ 
科学 

 健康・スポーツ科学は，身体と健康に関する全ての学問を学際的な視野のもとで総合化

し，新しい総合人間科学として，バイオメカニクス，運動生理学など自然科学的知見に基づ

く健康科学である。身体運動と人体の機能・能力との関わり，また安全で効率のよい身体

運動についての知的理解を促し，健康で豊かな生活実践と能力開発の知識を習得するこ

とを目標とする。 

共通専門 
基礎科目 

専門科目を理解し習得するための基礎となる科目である。専門教育を受けるための準

備と導入として，複数の学部に共通する基礎科目を開講している。各学部で行われる専門

教育では，専門分野ごとそれぞれの性質に合わせた系統的そして累積的な知識と技術の

習得が不可欠であるが，それぞれの分野を越えて，あるいはそれぞれの分野にとらわれ

ることなく，一般的な理解や見方を持つことは，専門科目をより深く別の角度から理解する

ことにつながる。基礎科目の学習だけではなく，そのような見方を養う場でもある。 

その他必要と 
認める科目 

臨時に開設する全学共通授業科目 

開講科目のテーマと内容が，概ね「人文・社会」系の場合は「総合科目Ⅰ」で，「自然・そ

の他」系の場合は「総合科目Ⅱ」で開講することを原則とする。 

 


